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4　月号

市
議
会
議
員

　
　
大
西
　
明
子

　
　
山
田
　
泰
之

　
　
藤
本
ひ
ろ
し

　
　
古
谷
　
清
子
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お読みください

日 刊　月 2900円

日曜版　月 800円

　
6
0
3
億
円
の
一
般
会
計
予
算
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
、
放
課
後
児
童

教
室
整
備
、
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
新
設
な
ど
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
福
田
市
政
は
艦
載
機
受
け
入
れ
の
立
場
で
愛
宕
山
へ
の
米

軍
住
宅
を
含
む
米
軍
施
設
建
設
に
反
対
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、民
間
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
会
社
設
立
へ
の
６
千

万
円
の
支
出
、
正
規
職
員
を
非
正
規
職
員
へ
置
き
換
え
、
就
学
援
助
制
度
の
大

後
退
、
学
校
給
食
の
民
間
委
託
の
推
進
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
一
般
会
計

予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

 

大
西
議
員
の
一
般
質
問

「
市
長
は
民
主
党
政
権
に

 
 
 
 
 

米
軍
再
編
の
見
直
し
を
求
め
よ
」
と
質
問

 

民
主
党
は
米
軍
再
編
に
つ
い
て
見

直
し
の
方
向
で
臨
む
と
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
て
選
挙
を
戦
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
北
澤
防
衛
大
臣
は
艦
載
機
の

岩
国
移
転
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
通
り
実

施
す
る
と
明
言
、
公
約
を
破
り
、
岩

国
市
民
の
民
意
を
裏
切
り
ま
し
た
。

　
政
権
は
自
公
政
権
か
ら
、
民
主
党

に
変
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
遠
慮
せ
ず

白
紙
に
戻
し
て
検
討
す
る
よ
う
政
府

に
も
の
を
言
う
の
が
市
長
の
仕
事
、

民
主
党
政
権
に
米
軍
再
編
の
見
直
し

を
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
新
政
権
は
再
編
見
直
し
を

掲
げ
、
岩
国
市
も
含
ま
れ
る
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
き
た
政
府
の
責

任
は
重
い
、
国
は
地
元
国
会
議
員
と

も
調
整
の
上
、
し
っ
か
り
説
明
責
任

を
果
た
す
べ
き
だ
と
こ
た
え
る
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

空
港
が

　
　
赤
字
に
な
っ
た
ら
　

　
誰
が

　
　
責
任
を
取
る
の
か

　
民
間
空
港
再
開
で
市
民
に
負
担

を
か
け
る
こ
と
が
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。「
34
万
人
以
上
は
確

実
」「
民
間
空
港
再
会
の
責
任
は
全

て
全
日
空
が
持
つ
」
と
地
方
新
聞

に
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
仮
に
搭

乗
率
60
％
を
下
回
っ
た
時
、
能
登

空
港
の
よ
う
に
搭
乗
補
償
制
度
を

検
討
を
す
る
の
か
質
問
。

　
岩
国
空
港
の
予
定
路
線
が
採
算

性
等
か
ら
優
位
な
羽
田
便
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
日
空
も
岩
国
〜
羽

田
便
の
需
要
に
は
自
信
を
持
っ
て

お
り
、
自
治
体
の
支
援
は
想
定
し

な
い
と
の
明
言
が
あ
っ
た
と
答
弁
。

 

山
田
議
員
の
一
般
質
問

 

農
林
水
産
業
の

 
 
 
 担

い
手
確
保
を

 

自
民
党
農
政
の
農
林
水
産
の
予
算

の
多
く
が
公
共
事
業
に
占
め
て
い
た

が
、
政
権
交
代
で
多
く
の
問
題
を
残

し
な
が
ら
も
、
一
定
の
是
正
で
価
格

補
償
、
所
得
保
障
中
心
の
予
算
へ
と

転
換
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
今

日
の
日
本
の
農
業
、
林
業
、
水
産
業

の
一
次
産
業
は
深
刻
な
危
機
に
直
面

し
て
お
り
、
食
料
自
給
率
は
39
％
と

低
く
世
界
で
も
異
常
な
ま
で
に
低
下

し
て
い
る
。
岩
国
市
と
し
て
の
農
林

水
産
業
の
担
い
手
の
育
成
、
確
保
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
と
質

問
。

 

答
弁
で
は
、
農
林
水
産
業
の
担
い
手

は
全
体
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
農
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

計
画
的
、
体
系
的
に
支
援
す
る
「
市

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
の

運
営
を
更
に
充
実
さ
せ
た
い
。

 

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
の
中

核
的
な
担
い
手
の
森
林
組
合
等
を
中

心
に
就
業
希
望
者
へ
の
雇
用
情
報
の

提
供
、
就
業
相
談
、
体
験
就
業
を
実

施
し
、
担
い
手
確
保
に
取
り
組
む
。

水
産
業
は
、
水
産
物
の
安
定
供
給
と

新
規
就
業
者
の
確
保
、
育
成
、
意
欲
、

あ
る
漁
業
者
の
経
営
安
定
、U
J
I

タ
ー
ン
対
策
等
多
様
な
育
成
が
急
務

で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

 

消
防
団
員
の

 
 

待
遇
改
善
を
求
め
る

　
消
防
団
員
は
火
災
・
災
害
時
に
は

昼
夜
を
問
わ
ず
、
地
域
住
民
を
守
る

為
に
消
防
署
を
補
完
す
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
日
、
災
害

が
複
雑
多
様
化
し
、
消
防
団
の
活
動

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
，

消
防
団
活
動
の
充
実
の
た
め
に
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

　
答
弁
で
は
、
災
害
時
の
費
用
弁
償

は
部
分
的
に
高
い
低
い
は
あ
る
が
、

全
体
的
に
は
適
正
な
水
準
と
し
、
消

防
出
初
式
へ
の
参
加
人
員
の
制
限
に

つ
い
て
は
、
消
防
団
の
意
見
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
と
し
ま
し
た
。

3
月
議
会
6
0
3
億
円
の
予
算
決
ま
る

　　見直せ米軍再編

　　　 5・23岩国大集会

　日　時　5月 23日（日曜日）
　　　　　　午後 2時～3時30分
　場　所　元町第三街区公園

　          （旧生協前広場）

　代表　世話人　

  草の根ネット　井原勝介
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藤
本
議
員
の
一
般
質
問

　
藤
本
議
員
は
3
月
議
会
で
基
地
依
存
財
政
か
ら
の
脱
却
、②
基
地
政
策
課

に
専
門
職
員
を
置
く
こ
と
。
③
昭
和
町
・
藤
生
線
の
た
め
の
基
地
内
用
地
の

返
還
要
望
書
を
提
出
せ
よ
。
④
就
学
援
助
制
度
の
大
改
悪
を
改
め
、
せ
め
て

算
定
基
準
を
収
入
か
ら
所
得
へ
戻
せ
と
４
点
で
質
問
し
ま
し
た
。

　
基
地
依
存
財
政
か
ら

　
　
　
　
　
　
脱
却
せ
よ

　
岩
国
市
の
今
年
の
一
般
会
計
予
算

は
603
億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
約
30
億

円
が
基
地
関
係
の
交
付
金
、
補
助
金

で
す
。
岩
国
市
の
場
合
一
般
会
計
に

占
め
る
依
存
度
は
5
％
で
す
が
、
市

長
が
基
地
反
対
派
に
変
わ
っ
た
名
護

市
で
は
24
％
（
08
年
度
）
が
基
地
関
連

経
費
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
基
地
反
対
派
の
市
長
を
市
民

が
選
ん
だ
の
は
、
こ
う
し
た
基
地
に

ま
つ
わ
る
お
金
が
地
元
業
者
に
落
ち

な
い
で
、
東
京
の
ゼ
ネ
コ
ン
が
持
っ

て
帰
る
。
地
元
企
業
の
倒
産
が
、
こ
の

4
年
間
で
20
社
に
も
及
ん
だ
こ
と
が

大
き
な
要
因
に
な
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
、
岩
国
市
が
こ
れ
か
ら
愛
宕
山
へ

の
国
病
移
転
、
民
間
空
港
、
中
心
市
街

地
活
性
化
、
国
病
跡
地
処
理
な
ど
を

基
地
関
連
経
費
で
賄
う
な
ど
過
度
に

基
地
関
連
予
算
に
頼
る
道
は
非
常
に

危
険
だ
と
指
適
し
答
弁
を
求
め
ま
し

た
。

　
岩
国
市
の
答
弁
は
こ
の
道
を
排
除

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
改
悪
さ
れ
た

　
　
就
学
援
助
制
度
を

　
　
　
　
　
元
に
も
ど
せ

　
就
学
援
助
受
給
者
は
制
度
改
悪
で

山
口
県
下
市
部
で
3
位
か
ら
10
位
に
、

76
％
に
ま
で
落
ち
込
ま
せ
た
基
準
を

元
に
戻
せ
と
主
張
し
ま
し
た
。
岩
国
市

は
見
直
さ
な
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「滑走路運用時間を午後 10 時まで
とすることを求める決議」を提出

　日本共産党市議団は米軍岩国基地の滑走路運

用時間を普天間、厚木基地並に夜は10時までと

する決議を提出し、全会派一致で採択されまし

た。

　市議団は討論の中で、騒音苦情が3月に入っ

て17日までで既に247件（3月全体で380件）に

も上がっていることや、時間外無通告飛行、普

天間基地所属のCH46ヘリコプターの市街地低空

飛行など米軍の傍若無人な態度を追及しまし

た。「飛行機が落ちてきそうな爆音ですが何と

かしてください」「今何時だと思っているのか、

我々市民に寝る権利はないのか」「今飛び起き

て時計を見ると12時前ですが、なぜこんな時間

に飛ぶのですか」という切々たる声を届けて、

賛成討論しました。

　
古
谷
議
員
の
一
般
質
問

 

　
食
肉
セ
ン
タ
ー

 
 
 　

建
設
事
業
に
つ
い
て

　
周
東
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、
古
い
歴

史
を
持
ち
山
口
県
の
大
半
の
食
肉
処

理
を
し
て
い
る
施
設
で
す
が
、
老
朽

化
で
衛
生
面
で
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
合
併
前
か
ら
建
て
替
え

の
要
望
が
あ
り
な
が
ら
も
前
に
進
め

な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
予
算
で
よ
う
や
く
目
途
が
つ

き
ま
し
た
。
今
後
の
建
設
計
画
、
運

営
方
針
に
つ
い
て
質
問
。

　
現
在
の
解
体
処
理
方
式
を
見
直

し
、
オ
ン
レ
ー
ン
方
式
に
よ
る
解
体

処
理
し
、
施
設
は
衛
生
面
に
配
慮
し

た
密
閉
型
と
し
、
近
代
的
な
処
理
設

備
を
有
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　
運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

予
定
。
食
肉
販
路
の
拡
大
、
高
森
牛

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
生
産
肥
育
農
家
の

活
性
化
、
地
域
経
済
の
発
展
に
も
寄

与
す
る
と
考
え
て
い
る
と
答
弁
。

　
そ
の
他
、
農
家
所
得
の
増
大
の
為

の
施
策
に
つ
い
て
、
①
地
域
の
自
給

率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
②
コ
ン
パ
ク
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業

に
つ
い
て
③
学
校
給
食
に
お
け
る
地

元
食
材
の
供
給
に
つ
い
て
。
又
、
学

校
の
適
正
規
模
適
正
配
置
に
つ
い
て

は
①
保
護
者
説
明
会
に
つ
い
て
②
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
質
問

を
行
な
い
ま
し
た
。

 政治を動かすのは、国民の力です。これからも、現場から

皆さんの要求実現を迫ります。ご一緒に、いのちと権利を守

り憲法が輝く日本と世界をつくりましょう。あなたのお力を

お貸しください。

参議院選挙

「建設的野党」として現実政治を動かし

「国民が主人公」の政治を目指します

比
例
代
表

仁
比
　
そ
う
へ
い

 参議院比例代表は「日本共産党」と書かれた票がすべて

議席にむすびつきます

　　　1回目　選挙区は個人命を書きます。

　　　2回目　比例代表は「日本共産党」と書きます。

選
挙
区

木
佐
木
　
大
助


